
エコドライブ報告会を実施しました 

【開催日時】平成２５年４月３０日（火）午後６時30分～午後７時30分 

【開催場所】明石市市役所 ８０６会議室 

【参加人数】１２人 

【報  告】ひょうご環境創造協会 寺本佳生氏 

 

平成 2４年度エコドライブ活動実践推進による二酸化炭素排出削減事業の報告

会を明石市役所で実施しました。 

 
エコドライブ活動実践推進による二酸化炭素排出削減事業の報告会 

 

報告より、今回の事業での二酸化炭素排出削減効果は、 

 年間のＣＯ2削減量（ｋｇ） 

エコドライブ実践によるＣＯ2 削減量 *1 ８９，１８８ 

日常生活の行動変容によるＣＯ2削減量 １，４３１．５ 

事業全体のＣＯ2削減量  （合計） ９０，６１９．５ 

 



*１の内訳 

①自家用車（スマホコース）２７台 年間 約 １２，６００ ｋｇＣＯ2 削減量（約２５％減） 

②自家用車（SD コース）２０台 年間 約  ８，６００ ｋｇＣＯ2 削減量（約２３％減） 

③トラック協会コース１１台  年間 約 ６７，９００ ｋｇＣＯ2 削減量（約１０％減） 

 

となっています。このCO2削減量をガソリンに置き換えてみますと 

約３８，０００リットルに相当します。  

 

また、課題として 

（１）スマートフォンの改善 

・充電がすぐに切れる、出発時の操作が面倒、データ更新までに時間がかかる

など指摘があり、操作性や情報提供方法等を見直す余地がある。 

（２）情報発信と参加者同士のコミニュケーションの機会創出 

 ・事業期間が長期化することにより、時間の経過につれて参加者のモチベーシ

ョンが低下している可能性がある。スマホやメール・紙での事務局側からの

情報発信によるフィードバックや、啓発イベントへの参加促進等により、モ

チベーションを継続させることが課題。 

 ・１人でエコドライブの向上に取り組むよりも複数人でコミュニケーションを

図りながら取り組む方が目標意識や連帯感が生まれ、大きな効果が得られる

可能性がある。 

（３）実施地域の拡大 

 ・昨年度に引き続き明石・加東・淡路の３地区での開催となったが、さらなる

効果を得るためにも、対象地域の拡大を図る。 

などがあげられました。 

 


